
建築 CPD 3 単位 

シンポジウム 

「新世代の光環境 ヒューマンセントリックデザインと技術」 
 

 

主催：日本建築学会 環境工学委員会 光環境運営委員会 照明の省エネルギー評価小委員会・視環境設計小委員会 

日時：2017 年 2 月 17 日（金） 13:30～16:30 
会場：建築会館ホール（東京都港区芝 5-26-20） 
 
照明設備が建物全体のエネルギー消費量に占める割合は多い、というのがこれまでの定説であった。しかし近

年、LED をはじめとする高効率の照明器具、より積極的な昼光利用を可能とする窓周り部材、採光装置など様々

な要素技術と、それらを統合的に制御する技術の開発により、光環境の省エネルギー化は飛躍的に進んだ。建築光

環境は、省エネ・ゼロエネは当然のベースとして、居住者にとって快適・健康的・生産的である人間本位の環境を

目指す時代、ヒューマンセントリックデザインの時代に突入した。 

本シンポジウムでは、様々な手法でヒューマンセントリックデザインを具現化した最新事例ならびにヒューマ

ンセントリックデザインを可能にする最新の要素技術の紹介を交えつつ、省エネルギーの先にある狙いに焦点を

あて、新世代光環境の目指すものとその達成の可能性について議論したい。    

          
＜プログラム＞ 

13：30-13：40 主旨説明 岩田利枝（東海大学） 

13：40-13：55  省エネと快適性の変遷 （事例調査概要） 望月悦子（千葉工業大学） 

13：55-14：15 設計事例① 人と環境に配慮した光環境のコンピューティングデザイン 杉鉄也 （竹中工務店） 
14：15-14：35 設計事例② 光の制御 / Well デザイン 大林組テクノステーション 和田克明  （大林組） 
14：35-14：55 設計事例③ スマートウェルネスを目指す 4 つの光 大成建設 ZEB 実証棟  
 市原真希（大成建設） 
14：55-15：15 設計事例④ 「明るさ感（長野電算本社ビル）」からヒューマンセントリックライティングへ 
  海宝幸一（日建設計） 
15：15-15：25 休憩 
15：25-15：45 技術① 省エネルギーとヒューマンセントリックデザイン両立のための新しい照明制御技術 
   戸田直宏（パナソニック） 
15：45-16：05 技術② 昼光利用技術の開発動向と応用事例 田村洋二（太陽光採光システム協議会理事） 
16：05-16：20 質疑応答 
16：20-16：30 総括・閉会挨拶 加藤未佳（金沢工業大学） 

 

 

参 加 費：会員 2,000 円，会員外 3,000 円，学生 1,000 円（資料代含む，当日会場でお支払いください） 

定  員： 100 名  → 130 名（申し込み先着順） ★定員を増やしました 

申込方法：Web 申し込み https://www.aij.or.jp/index/?se=sho&id=1691 よりお申し込みください. 

問合せ：日本建築学会事務局 事業グループ 一ノ瀬 

         TEL03-3456-2051 E-mail：ichinose@aij.or.jp 

※別途有料にて、リアルタイム動画配信を実施します（動画配信申し込みはこちら） 

http://www.aij.or.jp/index/?se=sho&hid=1692

